
　市の財政状況を身近に感じていただけるように、一般会計の決算規模を5000分の1に縮小して『ひた
まるさんちの家計簿』に例えて表現してみました。
　市の財政と家庭の家計簿では仕組みが違い、完全な置換えが難しいところが多々あることをご了解く
ださい。

ひたまるさんちの
家計簿

収　　　　　　入

収入費目 歳入区分（目的別 ) H30家計の収入 H29家計の収入 比較増減

給料
市税・分担金及び負担
金・使用料及び手数料
など

117万円 119万円 ▲2万円

実家からの援助 地方交付税・各種交付
金・国県補助金など 250万円 259万円 ▲9万円

不動産収入 財産収入など 1万円 2万円 ▲1万円

銀行などからの借入金 市債 39万円 39万円 0万円

貯金の取崩し 繰入金 16万円 19万円 ▲3万円

前年度からの繰越金 繰越金 24万円 29万円 ▲5万円

１年間の収入合計 447万円 467万円 ▲20万円

支　　　　　　出

支出費目 歳出区分（性質別） H30家計の支出 H29家計の支出 比較増減

食費 人件費 74万円 75万円 ▲1万円

電気・水道代などの日
常生活費 物件費 67万円 66万円 1万円

医療費・介護費用など 扶助費 71万円 73万円 ▲2万円

ローンの返済 公債費 58万円 53万円 5万円

家・車の修理代など 維持補修費 3万円 3万円 ―

区会費・お祝金など 補助費等 47万円 43万円 4万円

子どもへの仕送り 繰出金 54万円 51万円 3万円

家の増改築・車の購入
代など

投資的経費（普通建設
事業費・災害復旧費） 41万円 46万円 ▲5万円

友人への融資 投資及び出資金・貸付
金など 1万円 1万円 ―

貯金 積立金 12万円 33万円 ▲21万円

１年間の支出合計 428万円 444万円 ▲16万円

次年度への繰越金（収入－支出） 19万円 23万円 ▲4万円

広報　常陸大宮 令和元年１０月号12




